
環境試験技術報告　第 15 回試験技術ワークショップ開催報告 39

質疑応答 
 

質問者① JAXA 研究開発部門 高井様 

発表資料の p10 と p19 において短縮期間の記載がありますが、インテグレーションフェ

ーズにおいて試験が増えたにも関わらず、インテグレーションで約 2 か月期間を短縮でき

ていますがこの要因について教えてください。 

また、システム全体では機械環境試験や熱試験をしていないと理解しましたが End to End

試験を重視する JAXA の考え方との相違について教えてください。 

 

発表者 

1 点目について、バス状態で行った一つ一つの試験期間を短縮したことが挙げられます。

ASNARO-1 や同様のバスシステムを採用した「ひさき」や「あらせ」の実績を踏まえ各環

境試験や電気試験をなるべく省略しました。 

2 点目について、End to End の試験は最小限実施しています。ミッション部とバス部のイ

ンタフェースを簡素化しているため環境試験はシステムレベルの試験を最小限にできてい

ます。一方、電気試験に関しては End to End の試験を行いました。このようにメリハリを

つけて試験を実施することで品質を保ちつつも試験期間を短縮することができました。 

 

質問者 

システムレベルで振動試験や熱試験は実施していないのでしょうか。 

 

発表者 

ワークマンシップのスクリーニング等、システムレベルで重要な項目は実施しています。 

 

質問者② JAXA 環境試験技術ユニット 施様 

 今後の展望として、IoT や AI 等の新技術を取り入れてさらなる短縮化、効率化を図ると

していますが、具体的な短縮効果はどれくらいを見込んでいるでしょうか。特に試験の現

場では試験結果の評価に時間がかかりますが、評価の時間をどれくらい短縮できるかにつ

いてご意見があれば教えてください。 

 

発表者 

具体的な短縮期間はミッション内容にもより一概に言うのは難しい状況です。自動化と申

しましても人間が行う作業はまだ残されていて、そこには時間がかかっています。そうい

った部分の自動化と品質記録の電子化を行うことで期間に留まらず、係る人数も減らした

いと考えています。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

6.4. 超小型人工衛星開発における学生教育 

 

早稲田大学 システムデザイン研究室 

宮下 朋之 氏 
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質疑応答 
質問者① JAXA 環境試験技術ユニット 施様 

ノウハウの継承ということで、修士の学生ですと 2 年で卒業して次の学生が入ってくる

ことになると思いますが、今まで培ってきたノウハウや技術をどのようにして継承されて

いるか、ということについて大学としてどのように取り組んでいるか教えて頂ければと思

います。 

 

発表者 

どうやって業務を引き継いでいけるかというのもその人の資質の 1 つになってくるとい

う風に思います。きちんと引き継ぐということを前提にしないというのも、教育を進める

上での一種の考え方になれるかと思っていますので、いったんは私が全部引き取るという

ことにしています。そうすると、何か新たに学生が取り組もうとするとここはこういう風

に気を付けた方がいいよ等といったアドバイスもできますので、そういったところでまず

は担保しています。あとは、卒業生が遊びに来てくれることがありますので、そういった

機会を活用して新しい人が活動を始めてから引き継ぎを行うというちょっと泥臭いやり方

も行っていまして、何かシステム的に取り組むのはどうかなという印象はあります。 

 

質問者② 株式会社テクノソルバ 中村様 

 コメントというよりはお願いですけども、実は私昨年まで衛星設計コンテストの審査員

をやっておりまして、ここ何年間か質・量ともに低下傾向にあると感じています。ぜひこ

ういった活動をされているのであれば衛星設計コンテストにもご応募いただくと、JAXA、

メーカのベテランの審査員の方々にシビアなコメントを頂くことが出来ますので、ぜひそ

ういったところにも出して頂きたいなというお願いです。 

 

発表者 

 分かりました。ありがとうございます。 

 

質問者③ JAXA OB 斎藤様 

 本日のテクノソルバ中村様の発表にも関係するのかと思いますが、資料の中で接触熱抵

抗の実験を行われているとありましたが、このようなデータはどのように蓄積されている

のでしょうか。このようなデータは解析に重要で、この辺を如何に蓄積・公開してみなさ

んに広く使えるようにするかというのが重要かと思ったのですが、宇宙関係ではメーカ各

社ノウハウを持っておられて開示されていないのかなと思います。この辺をどのようにや

られているのか、今後どのように取り組んでいかれるのかという点についてお聞かせいた

だければと思います。 

 

This document is provided by JAXA.
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発表者 

 この研究自体は 3 年くらい継続して取り組んでおり、データの蓄積はしております。た

だ衛星の開発の方が忙しくなって研究全体が完全に発表できているかというとそういった

ことはなく、もちろん活用して頂けるようであればデータはいくらでもお出しすることは

できると考 
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